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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年7月8日(2010.7.8)

【公開番号】特開2008-19431(P2008-19431A)
【公開日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2007-155198(P2007-155198)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月26日(2010.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、水溶性溶剤、水及びコポリマーを含有してなるインクジェット用顔料インクにお
いて、該コポリマーが、下記の単量体Ａ、単量体Ｂ及び単量体Ｃを共重合することによっ
て得られたものであることを特徴とするインクジェット用顔料インク。
単量体Ａ：芳香族アクリレート
単量体Ｂ：重合度５以上のエチレンオキサイドが付加された（メタ）アクリレート
単量体Ｃ：アクリル酸
【請求項２】
　前記コポリマーが、顔料分散樹脂として含有されている請求項１に記載のインクジェッ
ト用顔料インク。
【請求項３】
　前記コポリマーが、親水性単量体が重合されることにより形成される親水性セグメント
と、疎水性単量体が重合されることにより構成される疎水性セグメントとを有する、ブロ
ックコポリマー或いはグラフトコポリマーである請求項１又は２に記載のインクジェット
用顔料インク。
【請求項４】
　前記疎水性セグメントを形成するための単量体が、下記単量体Ａと下記単量体Ｂとを含
む請求項３に記載のインクジェット用顔料インク。
単量体Ａ：芳香族アクリレート
単量体Ｂ：重合度５以上のエチレンオキサイドが付加された（メタ）アクリレート
【請求項５】
　前記疎水性セグメントを形成するための単量体が、更に、下記単量体Ｃを含む請求項４
に記載のインクジェット用顔料インク。
単量体Ｃ：アクリル酸
【請求項６】
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　前記疎水性セグメントを形成するための単量体Ａと単量体Ｃとの質量比（Ａ：Ｃ）が、
６：１乃至１６：１である請求項５に記載のインクジェット用顔料インク。
【請求項７】
　前記疎水性セグメントを形成するための単量体Ａと単量体Ｂとの質量比（Ａ：Ｂ）が、
５．３：１乃至１０：１である請求項５又は６に記載のインクジェット用顔料インク。
【請求項８】
　前記コポリマーが、疎水性セグメントを主鎖ユニットとして有し、親水性セグメントを
側鎖ユニットとして有するグラフトコポリマーである請求項３乃至７のいずれか１項に記
載のインクジェット用顔料インク。
【請求項９】
　前記コポリマーの酸価が、５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上３００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である請
求項１乃至８のいずれか１項に記載のインクジェット用顔料インク。
【請求項１０】
　前記単量体Ａが、ベンジルアクリレートである請求項１乃至９のいずれか１項に記載の
インクジェット用顔料インク。
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